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Doublets are the words that are cognates but different in form and/or in current meanings. 

The English doublets can be categolized into Italic， Germanic， Greek and Eastern ones by 

their etymological sources. This paper aims to subcategolize the ltalic doublets which are 

selected from Allen's list of the English doublets， according to the process of their borrowing， 

and to present the processes of the ltalic doublets for the Japanese students' understanding 

of the English vocabulary. 

序

英語は様々な言語との接触の歴史を反映しており，それらの言語からの借入をとおして多くの派生語とか類義語

などを生み，今日の豊鏡で、洗練された語棄を形成している.借入する様態には幾つかの種類があるが，同じ語が

借入時期を異にして一度のみならす'二度三度にわたって借入されたり，同じ語が異なる幾つかの言語を経て英語に

借入されたものがある.そのような借入の結果，同ーの語から二つ(三つ・四つ)の異なる形態とか異なる意味の

語が生じた.これらを二重語(三重語・四重語)と呼んでいる.二重語は，その語源によってイタリック系・ゲルマン系・

ギリシア系・東洋系などに大別することができる.ことに，英語に大いなる影響を及ぼしたラテン語の借入は，

ラテン語から派生したロマンス語からの借入とともに多くのイタリック系二重語を生むことになった.このよう

な二重語を認識することは，英語学習者にとって英語語嚢を深く理解するうえで大きな助けとなるであろう.

しかし，二重語の定義は必ずしも明確ではない. Skeatは，Etymological Dictionaη of the English Lan-

guageのappendixにおいて，二重語を“ wordswhich， tho apparently differing in form， are nevertheless， 

from an etymological point of view， one and the same， or only differ in some unimportant suffix"1) 

と定義して， 644組の二重語のリストを掲載している.しかし， Edward A. Allenは， Skeatが二重語をあま

りに広義に解しており語源を Aryan語(印欧祖語)にまで遡って同一語源の二重語としているとして，二重語を

“pairs of words in the Enlgish language， derived by different courses from the same base， Romanic， 

Teutonic， Arabic， etc. "2)と定義しなおした.そして， Allenは， beeflcow， chieflhead， verb/word， guestlhost， 

name/noun等のように Aryan語まで遡って Skeatが二重語としているものを省き，また，新たなものを加えて

922組の二重語のリストを彼の論文において発表した 3)しかし， Allenのリストには，英語に借入されてから意

味の変化と共に形態が変わっていったもの(例:flower/flour等)とか，英語への借入後の頭音消失とか異形・異化

等によって形態が変わったもの(例:fence/defence， trump/triumph， ar:rantlerrant等)，また，今や廃語になっ

た語や研究社の『新英和大辞典』等には見出し語として取り上げていない語を含んでいたりする.

そこで，本論文では，日本人学生の英語の語棄の理解を深めるとL、う視点から，余りに頻度の低い語(Wジーニ

アス英和辞典』の Dランク以上)を Allenのリストより省き，イタリック系二重語(264組)を選び，その語源を

たどって二重語であるかどうかを検証しなおし，そして，二重語の借入経路の組み合わせによる分類をおこな
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い，具体的な措入経路を明示して語裳理解のためのJ情報をま量供することとする.検証にあたっては，語糠情報と

共に二重詰の認定を明記してレる五leinとBarnhartの語源欝典矢および研究社のf新英和大辞典』官用いる.

しかしながら，これら三つの辞書によってニ重語を検証する過程で，それぞれの辞書における認定の不統一及

び辞書関の認定のずれが見いだされた.今回取り上げた 264懇のうち，三辞書の語苦手;情報からニ重語と認定でき

るものが 196経あるが， Kleinがご二重語と認めているものは 66組， Barnhartは 89範，研究社は 68組である.

三辞書のいずれかひとつ以上の辞書が二重詰と認定しているものは 126組あり，三三三苦詩宇醤のいず

ているのは 2引?組， KleinとBarnhartが認めてL、るもの 14組， 五leinと研究社が認めているもの 6組， Barル

hartと研究社が認めているもの 21組である.このような認定のずれの要閣として，三辞醤間ぷおける語糠構報

の結違が考えられるが，その般にそれぞれの辞蕎における二重語の認定の不統一さも指摘できる.例えば，各辞

書の語糠情報で同一語源とみなしているのにニ重語と認定してい設いもの， Klein 102組， Barnhart 118組，

研究社 122組が為った.また，同ーの語擦というときの，陪ーの誌とはどこまでを範毘とするのかが問題とえま

る.居折語を間一語と克なすかどうかに特に不統一性がみられる.題折語を需一語と見なして二重語と諾定して

いるもの， Klein 14組， Barnhart 11麗，研究社 12組であり，反対応認定していないもの， Klein 26組，

Barnhart 29範，研究社 28懇で為った.また，託生語も同一語とみなしたもの， 五lein2組** Barnhart 

l組***があった.

そこで，今回の二重語の分続ιおける二重詰の定義を次のように定める.同じーっの語から借入されながら，

借入時期とか借入経路の違いから形態とか意味の異?なる語となった場合，これらの語安二重語という.ただし

崩折語は同じ…つの語と克なすが，派生語は~Ijの語と見なすー英語に借入されてからの頭音消失とか異形・異北・

短縮・転詑等は，今罰のニ重語には含まえまい.そして a/anとか伊t1gottenのような形態的ニ護語も含まない.

なお，イタリッグ系ニ重誌はその経路から次の三つに分類すること tこする.九二重詰のうち少なくとも一語

はラテン語から躍接潜入されている B.二語ともがフランス語を経治して器入されている C.そのf患のイタ

リッグ系二重詰(例えば，一方がブランス語を経由し，位方がブランス語以外のロマンス語を経て省入されてい

る場合).そして，三重詰，四重語，五議:語は別の分類とする.

2 経路によるイタリック系ニ重語の分類

んラテン語からの直接器入を含むニ重語

英語へのラテン語の借入の歴史はブリデン島に渡ったゲ/レマン民主主が未だ大陸にいたころに始まるが，ラテン

諮の野響を霊童著に受け始めるのはブリデン烏に移住したアング口・サクソン人のキリスト教化 (597年)に端を

発している E キリスト教化は，教会ラテン語語繋や修道生活における語葉からの潜入なもたらすこと tこなる.

1066年の Norman Conquestの後， 14世記を盟点としてフランス諾の告入が増え，ラテン語はブランス認を経

宿して英語ι間接的ではあるが大きな影響を及ぼし続ける.そして，文芸復興にともなうラテン・ギリシア語典

拠への関心の増大からラテン語の借入は飛騨的に増加することになる.その結果設はブランス語を経て借入

されてL、たラテン語の単語も，この時期に再びラテン諮から藍接器入され，多くのイタリック系二重語を生むこ

とになった.ことに，ラテン語動詞の不定器または過去分誌からの措入が多く，ラテン語動詞の約 72怖が葱接

またはプランス語経由で英語詩嚢に借入され，そのうち約三芳のごの動揺はニ義語を形成したといわれる 4)

テン語は，出典ラテン語(じlassicalLatin L. )，俗ラテン語(Vulgar Latin VL.λ後期ラテン語(Late 

Latin LL.)，中?をラテン語(Medieval Latin ML.人近代ラテン語(Neo-Latin Mし)などに分類され

る.古典ラテン語は紀元の前後に文法的形態を定め，ラテン文学者の言語として完成され間建北されたョ本来

は，古典ラテン語は当特のローマ上琉社会の日常諾を基にしたものであったので，文語と口語の差は余り立かっ

た.しかしギリシア語の語嚢や壊$を取り入れて間定化された者典ラテン語は，次第に民衆の日常語との間に

* Ernest Klein. A Comprehensive Etymological Dictionary of the English Language (Amsterdom， 1966)及びRobert

K. Barnhart， The Barn加rtDictionary of Etymology (New Yorに 1988)

手ド* c昌se/ chasξ(casξ< L. caps n. /むhaseくし captarev.)及び praise/ price (praise L. pretiare v. / price L. 

pretium n.) をニ重語と認定.

〉ド** revel / rebel (revel L. rebellare v. / rebel < L. rebellis n. )な二重語と語、定.
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違いを生じはじめ 3世紀にはその違いは著しいものとなり，古典ラテン語と俗ラテン語の二つに別れていっ

た.ラテン語の同ーの語からの借入でも，古典ラテン語から直接借入された語と俗ラテン語を経て借入された語

では，音声や書記上の違いが生じて二重語となった.例えば，二重語の seniorとsireの語源はし、づれも古典ラ

テン語senior “older"の意)であるが sireは俗ラテン語 *seiorから古フランス語sireを経て 13世紀の初めに

借入され，一方の seniorは 15世紀半ばに古典ラテン語から直接借入された.

回定化され石化された古典ラテン語は衰退していくが，キリスト教会の説教や伝導の用語として用いられるよ

うになり生き返る.それが後期ラテン語である.そこで，後期ラテン語はキリスト教・ギリシア語・俗ラテン語の

影響を強く受けることになった.後期ラテン語の延長線上にある中世ラテン語はロマンス語化していく俗ラテン

語の影響を受けながら古典ラテン語からは離れて行くが，シャルル大帝の Carolingian Renaissanceにより，古

典ラテン語に戻す運動がおきた.このラテン語の純化はまたしても一般大衆からラテン語を引き離すことになっ

た.しかしラテン語は国境を越えて知的言語として用いられ，欧州各国において教育の基礎として古典ラテン

語や後期ラテン語の文学作品が読まれることになった.一方が古典ラテン語から借入され，他方が中世ラテン語

から借入された二重語の例として，crate/grateがあげられる.この二重語の語源は古典ラテン語 cratis (“hur・

dle"の意)であるが，crateは16世紀前半に直接借入され，grateは中世ラテン語を経て 15世紀前半に借入された.

一方，俗ラテン語は属州ごとに変動を生じ続け 6世紀から 8世紀の聞にロマンス語に分化していった.した

がって，ラテン語を語源とする語でも，ラテン語から直接の借入のほかに，ロマンス語を経て間接的に借入され

る場合があり，ここにもイタリック系二重語の生じる要因があった.例えば，aptitudeとattitudeは，古典ラテ

ン語aptus (“fitted to"の意)を語源とする二重語であるが，aptitudeは後期ラテン語からフランス語を経て 16

世紀に借入された.一方，attitudeは，中世ラテン語からイタリア語，フランス語を経て 17世紀半ばに借入さ

れ，aptitudeと二重語を形成することになった.

ラテン語からの直接借入を含むイタリック系二重語は以下の通りである*

①<古典ラテン語 vs.<古典ラテン語

construe / costruct [Klein] 

[construe v. ] (1399)“to construct" < L. cδnstruere“to join together" 

[construct v.] (1663)“to frame， build" < L. cσnstructus (pp. of cδnstruere) 

lobster / locust [None] 

[lobster n. ](a1000)“lobster" < corruption of L. 1δcusta“lobster， locust" 

[locust n.] (c1200)“locust" < L. 1，δcusta 

spend / expend [Klein， Barnhart] 

[spend v. ](c1175)“to pay out" < L. expendere“to weigh out money" 

[expend v. ](cI440)“to lay out， spend (blood， care， labor， time， etc.)" < L. expendere 

②<古典ラテン語 vs.<中世ラテン語<古典ラテン語

crate / grate [Barnhart] 

[crate n.] (1526)“a hurdle or frame of parallel cross bars" < L. cratis“wickwork" 

[grate n.] (1412-20)“a grating of pierced iron place" < VL. *grata“lattice" < L. cratis 

③<古典ラテン語 vs.<古フランス語<古典ラテン語

abbreviate / abridge [Klein， Barnhart，研究社]

[abbreviate v. ](cI450)“to make an abstract" < L. abbreviatus (pp. of abbreviare“to shorten勺

[abridge v.] (1340)“to shorten" < OF. abregier， abreger (F. abreger) < L. abbreviare 

aggravate / aggrieve [Barnhart] 

[aggravate v.](1530)“to make heavy" < L. aggravatus (pp. of aggravare“to make heavier" 

* 各二重語の直後のは三つの辞書のうち二重語と認定している辞書を表し， [NoneHi¥，、ずれの辞書も認定していないこ

とを意味する.また，各語の直後の数字は， OEDにおける初出の年数を表し，年数の前の“a"はbeforeを，“c"はaboutを意
味する.年数に続く“ "はOEDにおける初出の語義である.また，<は借入を意味し， OF.は古フランス語， AF.はアング

ロ・フランス語， It.はイタリア語， Du.はオランダ語を表す.
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ヘ¥

[aggrieve v. ](1330)“to bear heavily upon"く OF. agrever“to bear heavily on"くし aggravatus

amicable / amiable [笈lei汲， Barnhart，研究社]

[amicable a.] (1532)“friendly" < L. amicabilis“friend1y" 

[amiable a.] (cI350)“friendly" < OF. amiableくし amlど'abilis

balsam / balm (研究社l

[balsam n.] (cl000)“an aromatic vegetable juice" < L. balsamum "gum of the balsam tree" 

[balm n. J(c1220)“an aromatic resinous product" < OF. bausme， baumeくし balsamum

camera / chamber [Barnhart， 研究社]

[camera n.] (1708)“an arched roof"くし camera “vault， arch" 

[chamber n. J(a1300)“a room (in a house)"く OF. chambre “room， chamber" < L. camera 

complete / comply [None] 

[complete a.] (c1380)“entire， full" < L. completus (pp. of complere“to fill up勺

[co隠 plyv. ](1602)“to observe the formalities of courtesy" < OF. complire < L. completus 

compute / count [Klein， Barnhart] 

[compute v.J(1631)“to calculate" < L. computare“to sum up， reckon" 

[count v.] (c1325)“to number， reckon" < OF. conter (F. comptelうなocount， reckon" < L. computare 

conduct / conduit [K1ein] 

[conduct n.] (c1400)“to go with" < LL. conductus < L. conductus (pp. of conducere“to lead") 

[conduit n. ](c1340)“a canal， an aqueduct" < OF. conduit くし conductus 

corona / crown [Barnhart， 研究社]

[corona n.] (1658)“a ring of light" < L. cordna“garland" 

[crown n.] (c1325)“a royal crown" < ME. coroune < OF. corone (F. couronne)くし cordna

devote / devout [Barnhart] 

[devote v. ](1586)“to appropriate by a vow"くし devdtus (pp. of devovere“to vow") 

[devout a.] (a1225)“devoted to divine worship or service" < OF. devot“devoted"くし devdtus 

emend / amend [B釘 nhart]

[emend} (c1485)“to free from fau1t， correct"くし emendare“tofree from fault" 

[amend] (c1220)“to free from fault" < OF. amender < L. emendare 

fact / feat [Klein， Barnhart， 研究社}

[fact n.] (1539)“an evil deed， a crime" < L. factum“deed， act" (neut. pp. of facere“to dぶ)

[feat n.] (1362)“overt action; deed， as opposed to words" < OF. fet， fait (F. fait) < L. factum 

fan / van [None] 

[fan n.] (a800) “an instrument for winnowing grain" < L. vannus“winnowing fan" 

[van n.] (c1450)“a winnowing basket"く (O)F. van < L. vannus 

folio / foil [None] 

[folio n.] (1533)“a leaf of予aper"くL. folid (abl. of folium “leaf") 

[foil n.] (?c1390)“a thin layer， a leaf" < OF. foil， fuil“leaf"くL. folium 

granary / garner [Klein] 

[granary n.] (1570)“a storehouse for grain after it is threshed" < L. granarium“corn， granary" 

[garner n. J(c1175)“a storehouse for corn， granary" < OF. gernier“storehouse"くL. granarium 

history / story [Barnhart] 

[history n.] (1390)“a narrative， story"くし historia“narrative of past events， tale， story" 

[story n.] (a1225)“a historical relation or anecdote" < OF. estorie， estoireくし historia

inch / ounce [Klein， Barnhart， 研究社1

[inch n. ](cl00齢、 measureof length， the twelfth part of a foot" < L. uncia“the twelfth pむt"
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英語語嚢におけるイタリック系二重語(1)

[ounce n.] (cl000)“the twe1fth of a pound" < OF. unce (F. once) < L. uncia 

insignia / ensigh [Barnhart] 

[insignia n.] (1648)“distinguishing marks of office" < L.而ns師si恕'gniaα(pμ1. of i而n加1ωsiなgne“ma訂rk"

[ensign n.] (1475幻)“吋toindicate， point out" < OF. enseigne < L.初signia

liberate / livery [None] 

[liberate v.] (1623)“to set at liberty" < L. lfberatus (pp. of lfberare“to set free") 

[livery n.] (a1300)“an allowance or ration of food served out" < OF. livree “clothes delivered by 

the master to his servants" (F. livree) (fem. pp. of livrer“to deliver") < L. lfberare 

major / mayor [Barnhart， 研究社]

[major a.] (aI400)“greater" < L. major (compar. of magnus “great勺

[mayor n.] (1297)“the head of municipa1 corporation of a city" < OF. maire“head of a city or 

town goverment" < L. major 

mint / money [Barnhart， 研究社]

[mint n. ](c725) “a piece of money， a coin" < L. moneta“mint， money" 

[money n.] (c1330)“current coin" < OF. moneie < L. moneta 

momentum / moment [Barnhart， 研究社]

[momentum n.] (1735)“force with which a body moves" < L. mσmentum“movement" 

[moment n.] (1340)“moment of time" < OF. moment < L. mδmentum 

nausea / noise [Klein， Barnhart] 

[nausea n.] (1569)“a feeling of sickness" < L. nausea “seasickness" 

[noise n.] (aI225)“loud outcry" < OF. noise“uproar" < L. nausea 

pallid / pale [Barnhart， 研究社]

[pallid a. ](1590)“lacking depth of colour" < L. pallidus“pale" 

[pale a. ](a1300)“of a whitish appearance" < OF. pale (F. pale) < L. pallidus 

paralysis / palsy [Klein， Barnhart， 研究社]

[paralysis n.] (c1000)“paralysis" < L. paralysis“paralysis" 

[pa1sy n. ](a1300)“paralysis" < OF. paralisie < L. paralysis 

pine / pain [Barnhart] 

[pine n. ](c1160)“punishment" < L. poena“punishment， penalty" 

[pain n.] (1297)“punishment" < OF. peine (F. pain) < L. poena 

pole / pale [Barnhart， 研究社]

[pole n.] (cl050)“a stake" < L. palus“a stake" 

[pale n. ](c1330)“a paling， palisade" < OF. pal“a stake" < L. palus 

polite / polish [None] 

[polite a.] (c1450)“smoothed， polished" < L. politus (pp. of poli伊re“吋topoliおsh"

[polish v. ](a1300耐)“tωomake smooth and glossy by friction" < (0) F. poliss“to polish" < L. polfre 

pauper / poor [Klein， Barnhart] 

[pauper n.] (1516)“a begger" < L. pauper“poor" 

[poor a.] (cI200)“poor" < OF. poure， povre (F. pauvre) < L. pauper 

predicate / preach [Klein， Barnhart， 研究社]

[predicate v.] (1552)“to proclaim" < L. praedicatus (pp. of prae(iicare“to announce， proclaim勺

[preach v.](aI225)“to pronounce a public discourse upon sacred subjects" < OF. preechier (F. precher) 

< L. praedicare 

private / privy [Barnhart， 研究社]

[private a. ](c1380)“separated from the public body" < L. prfvatus“private" 
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[privy a.] (a1225)“intimate， familiar" < OF. prive (F. prive“private， tameつくし prfvatus

pungent / poignant [Klein， 研究社]

[pungent a.](1597)“sharp， keen， acute"くし pungentem (pres. ppl. of pungere“to prick勺

[poignant a.] (cI400)“piercing" < OF. poignant (pres. pp1. of poindre "to prick勺<L. pungere 

radius I ray [Barnhart， 研究社]

[radius n.] (1597)“a staff， rod" < L. r，α'dius“staff， sta主e"

[ray n.] (1483)“a beam of light"く OF. raiくL. raαdit削4ω S 

r凶ela飢xI r凶ele伺as詑e[胆1滋恥3泊a訂rnl凶1γ鴻a似d

[かrela航xv.] (c14位20紡)“tωomake less compact"くし relaxare"to widen again， un1oose" 

[release v.] (1297)“to withdraw"く OF. relaissier， relesser“to leave behind" < L. relaxare 

respect / respite [Klein， Barnhart] 

[respect n. ](c139I)“regard， relation， connection" < L. re伊 ectus"a looking back" 

[respite n.] (cI290)“delay， extension" < OF. respit (F. r.かit)< L. respectus 

retract / retreat [None] 

[retract v.] (1432-50)“to draw back"くし retractus(pp. of retrahere“to draw back勺

[retreat n.] (1375)“the signal to retire" < OF. retret， retrait (noun use of pp. of retraire“to withdraw勺

くL. retrahere 

secure I sure [Klein， Barnhart，研究社}

[secure a. ](?1533γwithout care， careless" < L. seci1rus“free from care" 

[sure a.] (1340-70)“safe， secure" < OF. sei1r， sur “safe" (F. sur)くし seci1rus

security I surety [Klein] 

[security n.1 (1432-50)“safety" < L. seci1ritas“safety" 

[surety n. ](c1374)“safety from danger， an enemy" < OF. surte (F. surete)くL. seci1ritas 

special / especial [K1ein， Barnhart.研究社]

[special a.] (aI225)“exceptional in character， qua1ity or degree" < L. specialis“individual" 

[especia1 a.] (cI400)“special as opposed to general"く OF. e，・special(F. 中eci，α1)くし平ecilllis

species / spice [Barnhart， 研究社l

[species n. ](1559)“appear総 ce"くし宅pecies“kind"

[spice n.1 (aI225)“spice" < OF. espice (F. 中ice)< LL.ミpecies

strict I strait [Klein， Barnhart，研究社]

[strict a.] (1592)“pressed tight1y together"くし strictus(pp. of stringere“to draw tightly") 

[strait a‘] (c1290)“scanty in spatial capacity" < OF. estreit“tight" (F. etroit) < L. strictus 

terminus I term [Barnhart， 研究社]

[terminus n.] (1571)“(math. ) each of the two quantities composing a ratio" < L. terminus “limit" 

[term n. ](aI300)“extreme limit， end" < OF. terme“limit of time or place"くし terminus

ゃく中世ラテン語く後期ラテン語<市典ラテン語 vs.く吉フランス語<吉典ラテン語

pageant I page [None] 

[pageant 乱](c1380)“a scene acted on the stage" < LL. pagina < L. pagina“leaf" 

[page n.] (1589)“one side of a leaf of a book， letter， etc." < OF. page “a page" < L. pllgina 

probe / prove [研究社]

[probe n. ](1563)“a printer's proof" < LL. proba“a proof" < L. probllre“to rest" 

[prove v. ](cI200)“to make trial of" < OF. prover， pruver (F. prouver)くし probare 

⑤<俗ラテン語<予言典ラテン語 vs.く古フランス語く中世ラテン語く古典ラテン語

plum I prune [Barnhart，研究社}

[plum n.] (c725)“plum" < OE. pli1me < VL. *prana“plum" < L. prunum“plum" 
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英語語葉におけるイタリック系二重語(1)

[prune n.] (1530)“the fruit of the plum tree" < OF. prune“plum" < ML. pruna < L. prunum 

⑥<  中世ラテン語 vs.<古フランス語<中世ラテン語

dominion / dungeon [Klein] 

[dominion n.] (cI430)“the power of right of governing" < ML. dominionem“domain" 

[dungeon n.] (1375)“keep of a castle" < OF. donjon “keep of a lord's castle" < ML. domini，δnem 

repatriate / repair [Barnhart，研究社]

[repatriate v.] (1611) "to restore to his own country" < LL. r，句patriatus (pp. of r，句patriare“toreturn 

to on即e'sc∞OUI凶ry")

[repair v. ](13. ，c1320)“to go， betake oneself" < OF. r，々pairier"to return to one's country" (F. repairer) 

< LL. repatriare 

supervise / survey [None] 

[supervise v.] (1588) “ to look over" < ML. supervISus (pp. 0ぱfsuperハ"l句叫v凶lider，陀e“ tωo ov刊er悶se白e"

[survey v.] (146訂7一-8)“ tωo have the oversight 0ぱf"< AF. s抑urハ仰'v氾lei必的防er< OF. surveeir， sourveoir < ML. supervidere 

zealous / jealous [Klein， 研究社]

[zealous a.] (1535)“incited by zeal" < ML. zelδsus < LL. zelus“zeal" 

[jealous a.] (1382)“vehement in feeling" < OF. gelos (F. jaloux) < ML. zelosus < LL. zelus 

⑦<古典ラテン語 vs.<古フランス語<俗ラテン語<古典ラテン語

deliberate / deliver [None] 

[deliberate a. ](1548)“well weighed" < L. deliberatus (pp. of deliberare“to weigh well" 

[deliver v.] (cI325)“to release from a place" < OF. delivrer“to set free" < VL.* deliberare < L. deliberare 
direct / dress [Klein， Barnhart] 

[direct v. ](c1374)“to dedicate" < L. dlrectus (pp. of d:ηη例.ぜigere“toset straightピ"

[伺dr問es臼sv.](1375幻)“吋tωomake straight or right" < (0) F. dresser “to arrange， prepare" < VL. *directiare 

< L. directus 

particle / parcel [None] 

[particle n.] (1380)“a small part， portion" < L. particula“little bit" (dimin. of pαrs“par口t"

[parcel n.] (c1368酎)“asmall part" < OF. parcelle“a small piece" < VL. * particella < L. particula 

senior / sire [None] 

[senior a.] (1432-50)“older， elder" < L. senior “older" (compar. of senex“old勺

[sire n.] (cI205)“sire" < OF. sire < VL. *seior < L. senior 

③<古典ラテン語 vs.<古フランス語<中世ラテン語<古典ラテン語

chorus / choir [None] 

[chorus n.] (1606)“an organized band of singers and dancers in the religious festivals" < L. chorus 

“dance， band of dancers and singers" 

[choir n. ](c1300)“the clergy of a cathedral engaged performing the church service" < OF. cuer“choir 

of a church" (F. chaur) < L. chorus 

⑨<古典ラテン語 vs.<フランス語<古フランス語

deposit / depot [Klein， Barnhart] 

[deposit n.] (aI660)“something laid up in a place， or committed to the c 



(安達)

papyrus / paper [研究社]

[papyrus n.] (1388)“papyrus; an aquatic p1ant" < L. papyrus“paper" 

[paper n.] (13. .， c1374)“paper" < AF. paper， papier < OF. papier < L. papyrus 

⑪<古典ラテン語 vs.<アングロ・フランス語<古フランス語<俗フランス語<古典ラテン語

prosecute / pursue [K1ein，研究社]

[prosecute v.] (1432-50)“to follow up" < L. prδsecutus (pp. of prδsequl“to follow after") 

[pursue v.] (c1290) "to follow with hostility or enmity" < AF. pursuer < OF. poursuivre 

(F. poursuivre) < VL. *prδsequere < L. prσsequl 

⑫<古典ラテン語 vs.<フランス語<古典ラテン語

basis / base [Barnhart， 研究社]

[basis n.] (1571)“the bottom of anything， considered as its support" < L. basis “foundation" 

[base n.] (c1325)“the bottom of any object， when considered as its support" < F. base “pedesta1" 

< L. basis 

designate / design [None] 

[designate a. ](1801)“to point out" < L. desTgnatus (pp. of de.白;si申gnσr陀e“tωomark ou凶11"

[design v.]ド(1593釣)“"topoint out by distinctive sign" < F. designer“to denote by a mark" < L. deslgnare 

tract / trait 研究社]

[tract n.] (1432-50)“a written or printed discourse" < L. tractus“drawing" (pp. of trαhere“to draw" 

[trait n.]ド(c1477)“sho叫tof any kind， missiles" < MF. trait “stroke， feature" < L. tractus 

⑬<古典ラテン語 vs.<フランス語<イタリア語<古典ラテン語

insu1ate / iso1ate [K1ein， Barnhart] 

[insu1ate v.] (1538)“to make into an is1and" < L. lnsu/atus (pp. of lnsu/are“to insu1ate") 

[iso1ate v.] (1807)“to p1ace or set apart or a1one" < F. iso/e < 11. iso/ato (pp.) < L. lnsu/atus 

intricate / intrigue [None] 

[intricate a.] (1579)“perp1exing1y entang1ed or invo1ved" < L. intrlcare“to entang1e" 

[intrigue v.] (1612)“to trick， deceive" < F. intriguer“to puzz1e， p1ot" < 11. intrigare“to p10t or medd1e" 

< L. intrlcare 

⑭<後期ラテン語<古典ラテン語 vs.<フランス語<イタリア語<中世ラテン語<古典ラテン語

aptitude / attitude [Barnhart] 

[aptitude n. ](1548)“quick-wittedness" < LL. aptitudδ “fitness" < L. αrptus“fitted to" 

[attitude n.] (1668)“the disposition of a figure in statuary or painting" < F. attitude“joined， fitted" 

< 11.αttitudine“aptness" < ML. aptitudinem (acc. of aptitudσ “fitness") < L. α'ptus 

(次号につづく)*
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* なお，紙面の都合で以下のイタリック系二重語の提示を省略した. (¥l)ministry/mystery③drake/dragon， found/fuse， il-

luminate/limn， protract/portray， secrete/secret. mass/mess⑦pupa/puppy⑮expand/spawn， feud/fee⑪excerpt/pursue⑫ 

comprehend/comprise， distrait/distract， mob/mobile， maximun/maxim， transverse/traverse， pope/papa，その他con-

cer/canker， juniper/geneva(gin)， cope/cape). また，参考文献は次号において掲載する

-16 


